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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

楽花⽣最中
グランプリ

⾒た⽬がまさに落花⽣でユニークな形状の最中

落花⽣の⾵味がしっかり感じられ、⻭ざわりもよい

楽花⽣最中というネーミングがシンプルでわかりやすい
千葉の名産として落花⽣は有名なので、浸透しやすい
SNSや⾃社サイトでの情報発信が定期的に⾏われている

ネーミングがシンプルなのでサブタイトルがあると良い
パッケージは開封するのに少し開けにくさが感じられる
価格は良いが、若年層に向けたスイーツ市場との接点が弱い

餡は⽢みがかなり強く、最中の⽪が崩れやすい

マスメディアへの広報活動に対して消極的な印象
知名度が現在は限定的で今後のブランディングに期待したい
農薬検査がされていないので、今後実施してほしい

落花⽣の⾹りが広がる餡がたっぷり詰まっていて満⾜感がある

添加物などを使わず、千葉県産の落花⽣を使っている

第94回（2025年12⽉）

6.0%

審査員の67％が95点以上と極めて⾼い評価を得ました。また、90
点以上のグランプリ相当は74％となり、結果総合的に「グランプ
リ」との評価となりました。その要因は、ご当地銘菓として親し
まれている、コストパフォーマンスがよくて地産地消をうたって
いることです。アンケートの結果では、「この商品に興味があ
る」が92.5％、「この商品とターゲットにする客層は多いと思い
ますか」が82.1％と回答しています。
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

クリーム⾊の最中の⽪の中に落花
⽣の餡は濃いゴールド⾊

透明感はないが、⾷感の⼼地よさ、
優しさが感じられる

外側の最中の明るさと中の落花⽣
餡の濃さがコントラストとなる

落花⽣を模した形の最中

お⼟産やおやつに重宝するサイズ

パッケージと最中の形が落花⽣の
形で⽬をひく

まんま落花⽣を和菓⼦にしました
というストレートなメッセージ

落花⽣を模した最中に落花⽣の粒
がみえる餡

素材の地産地消を感じさせるその
まま落花⽣のストレートな味

最中の⽪のパリリとした⾳と中の
しっとりとした餡のハーモニー

外側の最中はサクッとしていて中
の餡はしっとりとした感触

千葉県の地産地消を感じる落花⽣
づくしの形と⾹り

「楽花⽣最中」は、落花⽣型をした最中⽪に、千葉県落花⽣100％の落花⽣の蜜煮⼊りの特製餡を詰め込
んだ和菓⼦です。千葉銘菓をつくりたいという想いからの商品です。まずパッケージは落花⽣の形が⼤き
く描かれていて、商品名の「楽花⽣最中」が⼤きく印字されています。千葉県産落花⽣100％という表⽰
もあって、とてもわかりやすいパッケージとなっています。その佇まいが、まるで「どうぞ」と語り掛け
てくるようです。中を開けてみると、落花⽣の形を模した最中が出てきます。とてもストレートでなんと
も可愛らしいです。次に最中を割ってみると、まず落花⽣ならではのやわらかい⾹りがふわりと⿐先をく
すぐります。餡の中に落花⽣の粒があり、餡全体から落花⽣の⾹ばしい⾹りが⽴ち上ってきます。これか
ら訪れる味わいを想像させます。⾊は最中のクリーム⾊と落花⽣餡のゴールド⾊がコントラストとなって
⾷欲をそそります。千葉銘菓のお⼟産や⼿⼟産、⾃宅で⾷べるとするにもちょうど良い⼤きさです。⾷べ
る前からワクワクして期待感を⾼めてくれます。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸味はほぼ感じられない

落花⽣のかすかな苦味

落花⽣の粒と餡があわさって旨味
がでてくる
ストレートな落花⽣の餡の⽢みが
かなりガツンとくる

落花⽣由来のかすかな塩味

最中のパリパリさと落花⽣餡のス
トレートな⽢味のハーモニー

落花⽣のかぐわしい⾹りと餡の⽢
い匂い、最中の⾹ばしい⾹り

常温保存なのでしっとりとした触
感

最中のパリパリとした固さと落花
⽣餡の柔らかさ、落花⽣の粒感
外側は最中で乾いていて、中の落
花⽣餡はしっとりと湿っている
中の落花⽣餡はねっとりとした触
感
外側の最中の軽やかさと中の落花
⽣餡の濃厚なコントラスト

外側の最中の⾷感と中の落花⽣餡
の絶妙なハーモニー

外側の最中の⾳と中の落花⽣餡の
ねっとり感

「楽花⽣最中」は、落花⽣型をした最中⽪に、千葉県落花⽣100％の落花⽣の蜜煮⼊りの特製餡を詰め込
んだ和菓⼦です。千葉銘菓をつくりたいという想いからの商品です。⼀⼝⾷べてみると、まず⻭を当てた
瞬間、最中の薄い⽪が「パリパリ」と⾳をたてて、静かな空気がふっと揺れます。その軽やかな最中の向
こうから、ふわりと落花⽣の⾹りと餡の⽢みが⼀気に広がり、⿐先までいっぱいに満たしていきます。⼝
の中では最中の⽪がほどけるたびに⾵味をかえしてきて、やわらかく練り上げられた落花⽣餡が⾆に寄り
添うように滑り込みます。落花⽣の粒が絶妙なアクセントと⾹ばしさをさらに添えてきます。噛むごとに
落花⽣餡の⽢みと落花⽣の粒の⾹ばしさが広がって旨味が重なり合います。 まさに落花⽣ならではの個
性を語り掛けてくるようです。さすが地産地消をうたっているだけあります。お茶を⼀緒に飲めば、さら
に⾹りが⼀層引き⽴ち、餡のコクが広がります。落花⽣⽣産⽇本⼀の千葉県の銘菓として、息の⻑い商品
です。これからは⼿⼟産、⾃分へのおやつ、さらに千葉県を代表する和菓⼦として需要が広がりそうです。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

最中のパリリ感の⾹ばしさと中の落花⽣餡のねっとりとした⽢
味と落花⽣の粒感が素材そのままの味を感じられた

落花⽣は千葉県の名産品であるが、地域や気候に関係せず、殆
どの⽇本⼈が好ましく感じる、お⼦様からお年寄りまで幅広い

昔から地域の銘菓として親しまれていた味として、安⼼感を強
く感じる。懐かしさも感じる味である。

地産地消をうたっていて、素材本来の味わいを存分に堪能でき
る。千葉県の⼿⼟産やお⼟産、お茶請けに最適である

五味 評点

酸味 1

苦味 1

うま味 3

⽢味 5

塩味 2

広義の味 評点

千葉の味 5

故郷の味 5

⾃然な味 5

懐かしい味 5

お茶請けの味 5

五感 評点

視覚 5

聴覚 4

触覚 4

味覚 5

嗅覚 4
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

⾷べると落花⽣の⾹りが広がる餡がたっぷり詰まっていて満⾜感があります。⽢味の中に落花⽣の旨みがあ
り、ねっとり感がまとわりつく美味しさです。千葉県の名産品の落花⽣を使っていて好感がもてます。⾒た
⽬が可愛らしくわかりやすい落花⽣を使ったユニークな最中で好ましいと好意的な意⾒が多数でした。また、
落花⽣の粒感や⾷感がもう少しあるとより落花⽣を感じられる、もっと落花⽣の餡に落花⽣味を出して欲し
いという意⾒と、餡は⽢みがかなり強く、今の時代に⽢さが強いのではという意⾒が複数でました。

広報専任部署を設置されていて、広報担当者がきちんと配置されていることは⾼評価です。SNSや⾃社サイ
トでの情報発信が定期的に⾏われていることは好意的な意⾒が複数ありました。
広報計画が、県庁などへの投げ込みだけではなく、物産展や道の駅、サービスエリアへの出店など地元の名
産品と計画したらよいと広報計画の構築に積極的な意⾒が複数ありました。また県外からでも⼿軽に購⼊で
きるサイトをわかりやすく紹介して欲しいとの意⾒もありました。

千葉観光需要にマッチした商品で、価格もお⼿頃でコストパフォーマンスがとても良い商品だと好意的な意
⾒が多数ありました。千葉の名産として落花⽣は有名なので、お⼟産市場として⾼い需要があると考えると
いう意⾒も複数ありました。また⽢さは強いので、⽢さに敏感な消費者が増えています、若年層に向けたス
イーツ市場との接点が弱いといった意⾒もあります。さらに落語家の三遊亭円楽⼀⾨に楽⽣師匠という⽅が
いらっしゃり、⼆つ⽬の時は楽花⽣さんという名前でした。是⾮広報⼤使にといった情報もでてきました。

わかりやすいネーミングで、商品イメージと名称がよく合っているという意⾒が多数ありました。落花⽣の
形をしたパッケージが特徴で最中の形態も、半透明のパッケージはピーナッツの形をした最中だとわかりや
すく、落花⽣の形が⾯⽩いと好評でした。また、パッケージは開封するのに少し開けにくさが感じられます。
サブタイトルがあると良いとの意⾒もありました。さらに安定感はあるが、ギフト市場拡⼤を狙うには、限
定⾊・季節包装などのバリエーション展開があればといった意⾒もありました。

千葉産落花⽣が明確なブランドであり、やはり千葉県の名産品である落花⽣を使⽤し、誰にとっても親しみ
の持てる当商品の持つブランドとしての⼒は強いといった意⾒が複数ありました。「千葉県産落花⽣」「地
域密着」「真⼼の菓⼦づくり」という明確なブランドコンセプトが⼀貫しています。また、知名度ではまだ
今後の余地があるように感じます、全国市場への発信は限定的であるので、千葉以外の消費者に向けて「落
花⽣⽂化」の広報展開を⾏うと、ブランドの持続的拡⼤につながるのではという意⾒も⾒受けられます。

千葉県産の落花⽣を100%使⽤していることで地産地消のところ、保存料、着⾊料はなしのところが安⼼でき
るという複数の⾼評価です。HACCP、トレーサビリティなど衛⽣基準に基づく衛⽣管理や品質管理が⾏われ
ており安⼼感があるという意⾒が複数ありました。また、メインの原材料である落花⽣の農薬検査が⾏われ
ていない点は惜しいので、消費者の信頼をさらに⾼めることのなるので今後是⾮に実施していただきたいと
いう意⾒が複数でていました。
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94%

95%

93%

94%

91%

97%

要因分布としては、「素材・安全性・その他」が97％と
極めて⾼い評価を得ました。これは、地産地消をうたっ
ていて添加物がないことに⾼く評価されたものです。ま
た美味しさやストーリーなどの商品の魅⼒度を⽰す「内
部的要因」は94％、パッケージやネーミングを⽰す「外
部的要因」は95％となっています。ストレートな味と
パッケージ、ネーミングがあわせて⾼い評価を受けてい
ます。また、広報などを⽰す「マネジメント・ＰＲ要
因」は94％、マーケティングを⽰す「市場要因」は
93％、「ブランディング要因」は91％となりました。
全項⽬で90％以上の極めて⾼い評価を得ました。全体的
には綺麗な六⾓形となっています。

「楽花⽣最中」は、落花⽣型をした最中⽪に、千葉県落花⽣100％の落花⽣の蜜煮⼊りの特製餡を詰め込
んだ和菓⼦です。千葉銘菓をつくりたいという想いからの商品です。千葉県産の落花⽣を使って、地元の
銘菓を作り上げて40年もの⻑い間地元の銘菓として発売されてきた貴社へ⼼よりの敬意を表します。
商品のネーミングはシンプルでとてもわかりやすく、次にパッケージにはとても特徴があります。まず⼤
きく落花⽣をイメージした⼤きく描かれていて、商品名の「楽花⽣最中」が⼤きく印字されています。千
葉県産落花⽣100％という表⽰もあって、半透明で中の楽花⽣最中が⾒えていて、可愛らしくてとてもわ
かりやすいパッケージとなっています。⼀⼝⾷べてみると、まず⻭を当てた瞬間、最中の薄い⽪が「パリ
リ」と⾳をたてます。次にふわりと落花⽣の⾹りとねっとりとした餡の⽢みが⼀気に広がり、⼝の中を
いっぱいに満たしていきます。落花⽣の粒が絶妙なアクセントと⾹ばしさをさらに添えてきます。 まさに
落花⽣ならではの個性を語り掛けてくるようです。お茶請けとして相応しい商品だと思われます。
千葉銘菓で地元の銘菓としては有名ですが、コストパフォーマンスも良く、関東圏、全国への知名度を上
げていくとお⼟産需要としてターゲット層が⼤きく広がる可能性がある商品であるかと考えます。まずこ
れには広報計画の緻密な構築が必要です。具体的には、現在のSNSの活⽤だけではなく、 物産展や道の駅、
サービスエリアへの出店など地元の名産品と計画したらよいのではないかと考えます。また今の和菓⼦は
⽢さ控えめというのがトレンドであるので、落花⽣の粒感の際⽴ちとともに取り組んでいただければ幸い
です。これからはお⼟産需要を念頭において落花⽣のブランディングと地産地消をさらにうたっていくこ
とが重要かと考えます。千葉県のお⼟産に。⼿⼟産、⾃分へのおやつ、さらに千葉県を代表する和菓⼦と
して広がりが出てきます。貴社の持つ更なる可能性を期待して、今後の発展をお祈り申し上げます。
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